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1. はじめに 
1.1. 本稿の目的と構成 
本論文では、ラワン語ダル方言の音韻論を記述する。以下、ダル方言について 1 で基本的な情
報をのべる。2、3 で基本的な音声・音韻を記述する。4 で声調と変調についてのべる。5 で形態音
韻的特徴についてまとめる。6 で本論文をまとめ、今後の課題について述べる。附録としてヌン語
群の分布図を挙げた。 
 
1.2. ラワン語ダル方言について 
Lapolla (2001)、長野(1989)他によるとラワン語(Răwang)は中国雲南省南部からミャンマー連邦
共和国カチン州でラワン人(63,0001: Ethnologue)によってはなされる言語である。筆者が接触した
のはすべてミャンマー側のラワン人だが彼らの多くはビルマ語を流暢に話せる。ラワン語はチベッ
ト・ビルマ語派(Tibeto-Burman: TB)、ジンポー・ヌン・ルイ語支(Jingpho-Nungish-Lui)、ヌン語群
(Nungish)に属する(Matisoff ed. 1996: 26)。ヌン語群の言語としては、中国雲南省で話されるトゥル
ン語(Drung)、ラマ語(Lama)、ミャンマーカチン州でラワン語の隣で話されるアノン語(Anong)などが
知られる。図1にチベット・ビルマ語派におけるラワン語の位置をMatisoff (2003: 5)に加筆修正して
示す。 
  
                                                   
1 ミャンマー側に限ると 62,000 人というデータが挙がっている。 
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  Tibeto-Burman   
Kamarupan       Baic 
 Himalayish     Karenic  
  Qiangic  Lolo-Burmese-Naxi   
     JNL2    
       
 Jingpho Nungish Luish   
       
 Drung Lama Răwang Anong  
図 1: TBにおけるラワン語の位置 
 
ダル方言はラワン語の方言に位置付けられる。Morses (1989: 240)はラワンにはマトワン
(Matwang)、ダル(Daru3)、ルンミ(Lungmi)、タンサル(Tangsar)の 4 つの半族(clan)があると主張して
いる。それぞれの半族は地域的に固まって暮らしており文化・言語的特徴を共有している。本稿で
はMorses (1989)の方言区分に倣い、ダル方言の話者から得られたデータをダル方言のデータとし
て記述する。 
先行研究としては、特にダル方言に特化して記述を行ったものとして、ダル方言の文法の概要
を記述し基礎語彙を提示した Bernard (1934)4がある。 
 
1.3. 資料について 
本稿で用いる一次資料は 2013 年 1 月及び 3 月にミャンマー連邦カチン州の州都ミッチーナ市
に渡航し、そこでの調査により収集したものである。調査に協力してくださったのはミッチーナ在住
の元大学教員である、Wadamkong Diji 氏(1949 年生)である。同氏はカチン州北部の Nogmun 市
の出身で、ダル方言を母語とする他、ジンポー語とビルマ語も堪能である。調査の媒介言語はビル
マ語を用いた。調査ではアジア・アフリカ言語文化研究所がweb公開している言語調査票 2000年
版他を用い 2,500語ほどの基礎語彙を収集した。 
 
1.4. ダル方言の概要 
基本語類として名詞・動詞・副詞・小辞が挙げられる。動詞は基本的に節末に置かれ、SOV の
語順を見せる。格標示は主格・対格型で、項に格接辞が付加されながら動詞は接辞を付加して文
内の語との文法関係(人称)を示すという二重標示型(Double-marking)の特徴を見せる。動詞には
人称の他にテンス・アスペクトの情報が接辞として付加される。語彙に目を向けると近隣のビルマ語、
ジンポー語からの借用語が数多く見られる5。 
                                                   
2 Jingpho-Nungish-Luishの略。 
3 ヤンゴン在住のラワン人の一人である Punsar 氏によると、Da2「鉄」、ru3「作る」に分析でき、「鉄を作
る人」という意味があるという。 
4 調査協力者を含めダル方言話者によるとBernard (1934)で挙げられた例は基本的にはダル方言であるもの
の、マトワン方言とダル方言が混在しており純粋なダル方言ではないという印象を持ったようだ。 
5 調査協力者からは、シャン語やリス語からの借用語も多いと聞くが、筆者が両言語にそれほど詳しくな
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2. 音節構造 
ラワン語の音節構造は一般に(2-1)のように記述することができる。 
 
(2-1) IMVE/T 
 
(2-1)において I は頭子音(initial)、M は介子音(medial)、V は主母音(vowel)、E は末子音
(ending)、Tは声調(tone)である。 
 
I: 必須。ʔ以外のすべての子音が現れる。 
M: 任意。 wのみ。 
E: 任意。p, t, ʔ, m, n, ŋのみ。 
V: 必須。すべての母音が現れうる。 
T: 基本的に低調、中調、高調の 3種類の声調が対立する。副次音節と Eが閉鎖音の場合は現れ
ない。 
 
語は一音節または二音節を単位とするものが優勢である。特に CəCMVE/T のような副次音節と
主音節による所謂一音節半語(sesquisyllabic word)が多数見られる6。副次音節は 2 つ連続するこ
とはないし、語頭以外の場所に副次音節が現れることもない。筆者の観察では副次音節として/pə, 
tə, də, kə, sə, ɕə, mə, nə, lə, rə, ə/が見られた。それぞれの音声的実現の仕方については 3.2.1で後
述する。 
 
借用語や複合語、単独では現れない附属形式まで含めて一語とみなすならば、三音節以上の
語も存在する。一音節半語を構成する副次音節だけでは語根になりえない。尚、筆者の語彙デー
タから 1例だけ末子音に連続がみられる語彙(/nʉnt/ 心、精神)が観察された。 
 
(2-2) 
/i2/ (コピュラ) 
/ri3/ 溶ける 
/tut/ 切り出す 
/nʉnt/ 心、精神 
/gwin3/ 椀 
/mə-/ (否定) 
                                                   
いため、ここでは触れない。 
6 Matisoff (1973)はこの種の音節構造を持つ語を一音節半語(sesquisyllable)と呼んでいる。一音節半語はモ
ン・クメール諸語(Mon-Khmer)に顕著にみられ、チベット・ビルマ諸語にも散見される。Matisoff (1990: 557)
の記述を引用する。 
The term sesquisyllable was introduced in Matisoff 1973 to refer to wards that are “a syllable and a half” in 
length. Sesquisyllable consist of a fully stressed “major syllable” preceded by an unstressed “major syllable” 
that usually has shwa-vocalism. 
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3. 音素目録 
3.1. 子音 
まず先行研究のBernard (1934)の語彙データの子音記号をすべて抽出して目録を作成し、それ
が実際の音声的実現と記述の経済性と体系性の点からどのような問題点があるかを指摘し、最終
的に筆者の解釈する音素目録を提示することにする。 
 Bernard (1934)に使われている子音記号が仮にすべて弁別的対立を持つと仮定した場合の目録
を以下に挙げる。これらは簡易音声表記であると推定され、音声実現に関する詳しい記述もないた
め、音声表記はBernardによる表記をコンサルタントに発音してもらい、それを筆者が聞き取って
IPAで示している。また/ /で表記していない例はBernard (1934)からの例である。 
 
b, d, g, p, t, k, ph, th, kh, ʔ, ts, ch, chy, s, z, sh, j, h, m, n, ŋ, r, rr, l, w, y  
 
このままではラワン語がどのような子音体系になっているのかわかりづらいので、以下では、閉鎖音、
破擦音、摩擦音、鼻音・流音・半母音の三つに分けて議論することにする。 
 
3.1.1. 閉鎖音 
 Bernard (1934)の音韻解釈によると、無声無気音、無声有気音、有声音の 3 系列が存在すること
になる。 
 
無声無気音：p, t, k, (ʔ)  
有 声 音：b, d, g 
無声有気音：ph, th, kh 
 
この系列のうち問題になるのは無声無気音と無声有気音で、分布について明確な制限がある。無
声音が音節末と曖昧母音の前に現れるのに対し、無声有気音はそれ以外の位置に現れる。つまり
この 2 つの系列は相補的な分布をなす。この事実からラワン語において有気 / 無気の対立が弁
別的であるとは言えず、有声 / 無声の 2系列であると解釈できる。(3-1)に Iに現れる例を挙げる。 
 
(3-1) 
/əpaʔ/[ɐphaʔ] 侮辱 /baʔ/[baʔ] 食糧を入れる袋 
/taʔ/ [thaʔ] 花瓶 /daʔ/[daʔ] 余裕、余地 
/kaʔ/[khaʔ] 相違点 /rəgaʔ/[ rəgaʔ] 地上 
 
Eの位置には無声無気音の p, t, k, ʔが現れうる。破裂は聞こえない。 
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(3-2) 
/pup/[phup] 泡 
/tut/[thut] 台車 
/kok/[khok] 部屋 
/aʔo1e2/[aʔòē] 飲む 
 
3.1.2. 破擦音と摩擦音 
 Bernard (1934)には、以下の7つの破擦音及び摩擦音の表記がある。 
 
破擦音と摩擦音： ts, dz, ch[tɕ], chy[tɕʲ], j[dʒ], s, sh[ɕ], h 
 
この系列で問題になるのは歯茎の破擦音 tsと摩擦音 sである。この両音は音声的実現の際に区別
がなされない場合がある。Bernard(1934)で語頭に s で表記されている語をコンサルタントに発音し
てもらうと、破擦性が加わりかなりはっきりと[ts]と聞こえる。よって聞こえの上では破擦音で表記され
る語と同じ音になる。 
 
(3-3) 
só[tsó] 鍋 
cì[tsì] 薬 
 
一方、語中の位置(特に副次音節に続く位置)に s が現れる場合、破擦性は聞き取れない。ts が音
素 s に対する語頭における条件異音であると解釈することも可能だが、これは以下に示すような準
最小対もあり異音と考えることは難しい。 
 
(3-4) 
dəse2o1e2 縫う 
dəci1 民族 
 
本稿では、/ts/と/s/の両方を音素として解釈し、/s/は語頭の位置では破擦音化すると考える78。ちな
みに、[ts]に対応する有声音[dz]はあるが、[s]に対応する有声音[z]は観察できない。 
 
 後部歯茎の摩擦音である shは s と同様、対応する有声音を持たないものの、語頭でも破擦性が
                                                   
7 ミッチーナで調査する間、ラワン人、ジンポー人、ビルマ人と接触したがいずれの人も(カチン州からあ
まり出たことがない人は)、対応する標準ビルマ語形の語頭の sを tsで発音していた。例) sa:dɛ_「食べる」
(標準ビルマ語)、tsa: dɛ_(ミッチーナで聞き取った形式)。語頭の sが破擦音化するのは地域的特徴の可能性
がある。尚ビルマ語の表記は岡野(2007)に依拠する。 
8 コンサルタントによると語頭の位置であっても、音の区別は意識の中でしているとのことであった。 
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現れることはない。 
 
(3-5) 
shvwī[ɕɵwī] 血 
əshaq[əɕaʔ] 年取った 
 
次に、chy[tɕʲ]であるが、これは ch に比べて、調音点がやや前方にあるように聞こえる。この音は
chの条件異音と考えることができる。なぜなら Bernard (1934)で挙げられている語彙もすべて chyi-
の並びになっており、i以外の母音が後続する例と相補分布をなしているからである。 
 
(3-6) 
chyip[tɕʲip] 脇 
chʉpdʉn2[tɕʉpdʉ̄n] 草履、靴 
əchap[ətɕap] 小屋 
 
本稿では chを音素/tɕ/として解釈する。これに対応する有声音 jは/dʑ/として解釈する。 
 
(3-7) 
/dʑuʔ/ 腰 
/lədʑaŋ1o1e1/ 治す 
 
 声門摩擦音/h/は語頭で発音される際、摩擦の時間がやや長く聞こえる。-i に先行する環境で硬
口蓋摩擦音[ç]が異音として実現する。 
 
(3-8) 
/hi3/ [ççí] 脚、足 
/əhʉ2me2/ [ɐhʉ̄mē] 会う 
/ɕaʔəhe3shi1e2/ [ɕaʔɐhéshìē] 息をする 
 
上記の他に外来語にしか例が見られない音素として両唇摩擦音/ɸ/が挙げられる。 
 
(3-9) 
/kəɸi2/ コーヒー 
 
3.1.3. 鼻音 
 鼻音は Iと Eの両方に現れうる。Eに現れる場合、その音節には声調が付与される。鼻音の成員
は以下に示す通りである。 
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a. /m/ [m] 有声両唇鼻音 
b. /n/ [n] 有声歯茎鼻音 
c. /ŋ/ [ŋ] 有声軟口蓋鼻音 
 
(3-10) 
/muŋ3e2/ 白い 
/nim2e2/ 低い 
/ŋʉŋ2e2/ 汗をかく 
/bim2shi3/ 葡萄 
/nʉn2e2/ 熟れた 
/dəgʉŋ1/ 先祖 
/ɕəŋʉtno1e2/ 教える 
 
3.1.4. 流音と接近音 
 Bernard (1934)では流音に関して、歯茎の音においてふるえ音の rr[r]と接近音の r[ɹ]、そして側
面音の l[l]の 3種類が確認されている。 
 
歯茎の震え音と接近音は、I と Eではっきりと相補分布することが分かる。 
 
(3-10a) 
 
 
 
(3-10a)のように歯茎震え音と歯茎接近音は I と E の位置で相補分布を見せる。この 2 つの異音に
/r/音素を充てることにする。従って、上記の 2例は次のように音素表記される。 
 
(3-10b) 
 
 
 
/r/の発音においては個人差が非常に大きい。特に I の位置に現れる場合、強い摩擦性を伴うこと
があり、人によっては[ʑ]のような音で現れることも分かっている。 
 
有声歯茎側面音[l]は I と Eの位置に現れる。この音に/l/音素を充てる。 
 
[ɹəgùŋ] 屋根 
[wūr] 手 
/rəguŋ1/ 屋根 
/wur2/ 手 
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(3-11) 
 
 
 
硬口蓋の接近音として[j]が観察できる。この音は Iにしか現れない。 
 
(3-12) 
 
 
 
両唇軟口蓋接近音[w]は I と M に現れる。この音に/w/という音素を与える。M に/w/が現れる例
は非常に稀で、筆者のノートからは7例しか得られなかった。組合せの内訳はgw-(4例), kw-(1例), 
ŋw-(2例)である。 
 
(3-13) 
 
 
 
 
以上の記述から想定されるラワン語の子音体系を以下に示す。 
 
表 1: 子音音素 
 
 
[ ]は条件異音、*は I と Eの両方に現れうる音素、**は Eにしか現れない音素、***は I とMに現
れることのできる音素、( )は外来語にしか見られない音素を表す。 
/laqtun2/ 服 
/ni3tʉl3/ 唇 
/yʉpku2/ 寝床 
/yul2e2/ 易しい 
/wa1o1e2/ 建てる 
/gwe2/ 里芋 
/kwaŋ2/ 車輪 
      両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門 
閉鎖 
無声 p[p~ph]* t[p~ph]*  k[k~kh]* 
ʔ** 
有声 b d  g 
破擦音 
無声  ts, tɕ    
有声  dz, dʑ   
摩擦音 (ɸ) s[ts~s], ɕ   h[h~ç] 
鼻音 m* n*  ŋ*  
流音  r[r~ɹ]*, l*   
接近音 w***  y  
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3.2. 母音 
3.2.1. 単母音 
Bernard(1934)に示された単母音を示す。これは簡易音声表記であると推定される。 
 
 
 前 中 後 
高 i ʉ u 
中 e ə 
o 
ɔ 
低 a 
 
次に筆者の観察による単母音を示す。Bernard(1934)と異なる点としては、ɔ を解釈しないという
点である。これは ɔが oに対して開音節の環境で現れる条件異音と考えられるからである。よってダ
ル方言の母音は次のような体系を持つと考えることができる。 
 
 前 中 後 
高 i ʉ u 
中 e ə o 
低 a 
 
以下、具体的に音声を記述する。単母音のうち開音節で低声調のものはやや長めに発音される
傾向にある。 
 
/ i / [ i ] 前舌平唇狭母音 
舌の前部を高く持ち上げるが上あごには接触しない。 
 
(3-14) 
/əni1/[ɐnì] 義母 
/əmtsit/[ɐmtsit] 米 
 
/ e / [ e ] 前舌平唇半狭母音 
閉音節に現れることはない。[e]より少し広めで[ɛ]に近い。 
 
(3-15) 
/ye2/[jē] 種 
/be2laʔ/ [bēlaʔ] シャツ 
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/ ʉ / [ ʉ ] 中舌平唇狭母音 
 
(3-16) 
/ɕʉ1/[ɕʉ̀] 舟 
/ɕəŋwʉl1/[ɕɨŋwʉ̀l] 湯気 
 
/ a / [a] 中舌非円唇広母音 
舌根を下に向かわせる。舌尖は下の歯の背に当て、口の開きはかなり大きい。 
 
(3-17) 
/na1/[nà] 耳 
/ɕaʔ /[ɕaʔ] 息 
 
/ o / [ o~ɔ ] 後舌円唇半狭母音 
特に CVʔの環境では[ɒ]のように聞こえることが多い。 
 
(3-18) 
/sɔ́/[tsɔ́] 脂、油 
por1[phòr] 皮膚 
kok[khok] 部屋 
 
/ u / [ u ] 後舌円唇狭母音 
有気閉鎖音[kh], [th]のあとでは全体が成節的摩擦音[v̥]のように聞こえることがある。 
 
(3-19) 
/raʔpu1/[ɹaʔphù] 肩 
/yʉpku2/ [yʉpkū~jʉpkɤ̄] 寝床 
/ŋuŋ3/[ŋúŋ] 汗 
 
/ ə / [ ə ] 中舌非円唇中母音 
主音節の閉音節或いは、副次音節にしか現れない。 
 
(3-20) 
/dər1tsiʔ/[də̀rtsiʔ] 棒 
/məɕʉl3/[məɕʉ́l] 物語 
  
 副次音節に/ə/が現れる場合、その実現の仕方は、先行する子音によって予測できる。 
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副次音節における/ə/は音声的には曖昧母音より少し広い中舌半広母音[ə]で実現する場合が多い
が、直前の子音によって異音が現れる。磨擦音に後続するときは[ɨ]、両唇音に後続する場合は
[ʉ]、それ以外の場合は[ə]或いは自由異音[ɐ]が実現する。頭子音を持たない副次音節の場合、
[ɐ]が現れる可能性がかなり高い。 
 
以下に筆者のノートに見られる実例と母音の実現の仕方を先行する子音ごとに分けてまとめる。 
 
表 2: 副次音節の実現例 
 副次音節の実現例 
摩擦音 sə[sɨ], ɕə[ɕɨ] 
両唇音 pə[pʉ], mə[mʉ], 
上記以外 
tə[thə~thɐ], də[tə~dɐ], kə[khə~khɐ], nə[nə~nɐ] 
lə[lə~lɐ], rə[rə~rɐ], ə[ɐ] 
 
 外来語の中には上記の異音規則に違反するものもみられる。下記の 2例はいずれもビルマ語か
らの借用語と考えられる。 
 
(3-21) 
/məniʔ/[miniʔ] 分 
/kəɸi2/[kɔɸī] コーヒー 
 
3.2.2. 二重母音 
ダル方言において本来語に二重母音が観察される例はない。外来語には一音節中に 2 つの母
音が現れるような語が観察される。 
 
(3-22) 
lai1ka2[làikhā] 書物、文、文字 < Jing. 
boi1[bòi] 祭典 < Bur. 
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4. 声調 
4.1. 基本声調 
ダル方言では声調が音節単位で付与されると考えられる。弁別的な声調が現れるのは開音節と
閉鎖音以外が Eに現れる閉音節で、Eが閉鎖音の閉音節で弁別的な声調が現れることはない。 
 
表 3: 基本声調 
低調 / 1 / [22] ピッチは低い。 
中調 / 2 / [33] ピッチはやや高い。しかし，高調ほどたかくはない。語
末でやや下降することもある。 
高調 / 3 / [44] ピッチは高い。語末で急激に下降することもある。 
軽声 /  / [00] 中立アクセント(後述)、アクセント記号なし 
 
中立アクセントには2つの異音がある。1つは Eの閉鎖音に先行して現れるもので、調値は中調
に聞こえる。もう一つの異音は副次音節に現れる。この場合調値は後続する音節の調値に同化す
る。以上のように軽声は本質的には他の声調と対立しないので本稿では軽声の調類を標示しない。
以下に例を挙げる。 
 
(4-1) 
ka2gəp (等価物を)借りる 
ka1gəp どのくらい 
ka3gəp 契約をする 
kətgəp そのぐらい 
 
4.1. 声調の組み合わせと変調 
一音節半語における副次音節と声調の組合せは(4-2)にあげる 3種類である。 
 
(4-2)  
a. CəL: 
/dətʉl1/ 埃 
/mədəm1be2laʔ/ 上着 
/əkʉ1/  義父 
 
b. CəM: 
/mədzaŋ2/ 唐辛子 
/pəlu2/ 敷物 
/məwa2/ 頬 
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c. CəH: 
/təroŋ3/ 柱 
/ɕəna3/ 鼻 
/məyʉ3/ 煙 
 
二音節語における声調の想定される組合せとしては、以下に挙げるものがありうる。 
 
(4-3) 
a. HH:  
/uŋ3di3/ ココナッツ < Bur. 
/paŋ3di3/ リンゴ < Bur. 
など外来語だけ 
 
(4-4) 
b. HM:  
なし 
 
(4-5) 
c. HL:  
/loŋ3ke1/  椀、皿 
/moŋ3dan1/ 国 
/bəŋ3ka1/ 戸 
など多数 
 
(4-6) 
d. MH:  
/do2ba3/ 瓢箪 
/we2re3/ 老婆 
/dəm2ma3/ 傷 
など多数 
 
(4-7) 
e. MM:  
/ɕa2rʉ2/ 骨 
/sʉm2pan2/ 布 
/go2mo2/ 帽子 
など多数 
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(4-8) 
f. ML:  
/wa2ma1/ 町 
/ne2zø̀m1/ 眉毛 
/wur2pa1/ 掌 
などごく少数 
 
g. LH:  
/ka1tən3/ (質問への)答え 
/tsəm1re3/ 子供 
/ma1a3/ 唖者 
など少数 
 
h. LM:  
/doŋ1sʉm2/ 臼 
/dʑəm1na2/ 鏡 
/tɕoŋ1mʉ2/ バナナ 
など少数 
 
i. LL:  
/bən1li1/ 仕事 
/dəŋ1kuŋ1/ 背中 
/ŋən1ɕa1/ 敵 
などごく少数 
 
これらに観察される組合せから、H の出現に関して制限があることがわかる。HH の組合せは外来
語に限られるし、HMの組合せは観察されない。HLが多数見られる一方、HH、HMがあまりみられ
ないというのは不自然である。これはもともと HH、HMであったものが、HLに変調したという可能性
が考えられる。HLが HM から二次的に発生したものと考えることにより、本来的に Lのものが少数
しかないとまとめることができる。 
 
5. 形態音韻的特徴 
5.1. 子音の挿入 
動詞語根に人称接辞が付加されるとき、動詞語根の音節の E が/p/か/t/の場合に調音点の対応
する鼻音が母音の前に挿入される。( )内の子音が挿入される子音である。 
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(5-1) 
wap(m)-o1e2 (3.SGが 3.SGを)撃つ 
wap-ŋe2 (1.SGが 2.SGを)撃つ 
nat(n)-o1e2 (3.SGが 3.SGを)こする 
nat-ŋe2 (1.SGが 2.SGを)こする 
 
5.2. 副次音節に関する規則 
2 で述べたように副次音節が連続することはないし、語頭以外の位置に副次音節が現れることも
ない。もし接辞の付加などの理由で副次音節が連続しそうな場合には、その回避が見られる。具体
的な例として動詞語根に否定接頭辞mə-を付加した場合と、聞き手人称を表す接頭辞 e2-を付加し
た例をとりあげ9、音の変化と異形態の現れ方を記述する。 
 
 否定辞を付加した動詞の例 
  
① 動詞語根が単音節の場合 
否定辞は mə-で現れる。 
(5-2)məgal1. 
    mə-gal1 
    NEG-気にする 
   「気にしない。」 
 
② 動詞語根が副次音節を含まず、複音節の場合 
否定辞は mə-で現れる。 
(5-3)məlaʔlaʔ. 
    mə-laʔlaʔ 
    NEG-膨大だ 
   「膨大ではない。」 
 
③ 動詞語根が副次音節を含む場合 
否定辞が ma2-(主音節)で現れ、同時に動詞語根の副次音節が主音節に変わる。 
 
(5-4)ma2ta2le2. 
    mə-təle2 
    NEG-変わる 
   「変わらない。」 
                                                   
9 ラワン語は動詞の人称、様態、方向、テンス、アスペクトなどの情報がほとんど接尾辞として現れる言
語であり、否定辞の mə-と聞き手人称の e-をみることで、接頭辞についてはほぼ網羅的に概観することが
できる。 
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以上の例から、否定辞は mə-であり、異形態として{ma2-}を持つと考えることができる。異形態
{ma2-}は、「語頭の副次音節の連続が許されない」という規則の違反を回避するために生まれると
考えることができる。 
 
 聞き手人称接頭辞 e2-の場合 
 ここでは副次音節が語頭以外に現れてはいけないというルールが働いていることが確認できる。 
 
① 動詞語根が単音節の場合 
音の変化はない。 
(5-5)e2di2 
    e2-di2-φ 
    2-行く-IMP 
   「行け。」 
 
② 動詞語根が副次音節を含まず、複音節の場合 
音変化はない。 
(5-6)e2ka2ru2ɕʉŋ2. 
    e2-ka2ru2ɕʉŋ2-φ 
    2-勉強する-IMP 
   「勉強せよ。」 
 
③ 動詞語根が副次音節を含む場合 
動詞語根初頭の副次音節が主音節に変化する。 
(5-7)e2te2bin3 
    e2-təbin3-φ 
    2-遊ぶ-IMP 
   「遊べ。」 
 
④ 動詞語根が副次音節を含み、且つ音節初頭が əの場合 
e2-は na2に変化し、動詞語根の音節初頭の əが脱落する。 
 
(5-8)na2taŋ2 
    e2-ətaŋ2-φ 
    2-帰ってくる-IMP 
   「帰ってこい。」 
 
əで始まる音節に聞き手人称接頭辞 e2-が付加されると{na2-}という異形態が現れる。 
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 以上のように、ダル方言では副次音節の連続を許さない、副次音節が語頭以外に現れてはいけ
ないという音韻的規則が強力に働いていることが分かる。 
 
6. まとめと今後の課題 
ラワン語ダル方言の音韻として主に音節構造、音素目録、声調の記述に加えて、形態音韻論的
特徴についてもいくつか言及した。その結果、ラワン語ダル方言は概ね次のような音韻的特徴を持
った言語であると考えられる。 
 
 子音・母音ともにそれほど複雑な体系を持たない。 
 子音の連続や二重母音といった音節構造を複雑にするような語が本来語には稀である。 
 動詞の複雑な接辞付加を除くと基本語彙は単音節と一音節半語がほとんどである。 
 一音節半語に見られる副次音節に弁別的な声調は付加されず、中舌の母音を基本として
頭子音の調音点に同化した異音が現れる。 
 基本声調の数は少ないものの、それぞれの声調の出現頻度には偏りがあり、変調と新たな
声調の発生があったことを想起させる。 
 Eの閉鎖音と母音の連続の回避が子音の挿入という形で起こる。 
 副次音節の連続と副次音節の語頭以外の出現の回避が、副次音節の主音節化や異形態
の出現という形で起こる。 
 
今後は声調規則に目を向け特に共時的な変調規則の記述を行う。その後、近隣の方言や言語と
比較しながら低調の発生について考察を行うつもりである。 
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略号一覧 
/ / 音素表記 
[ ] 音声表記 
A<B Aは B起源 
Bur. ビルマ語 
Jing. ジンポー語 
1 話し手人称 
2 聞き手人称 
3 その他人称 
IMP imperative 命令 
NEG negative 否定 
SG singular  単数 
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Abstract 
This study is the systematic description of the phonology of the Daru/dəru3/ dialect, 
Rawang/rəwaŋ2/. Daru dialect is distributed in the northern part of Kachin state, which is located in 
northern Myanmar. The aim of this study is to present a comprehensive description of the Daru 
dialect, dealing with the phonology. Chapter 1 introduces the background, literature review of the 
studies of the Daru dialect, and the methods adopted in this study. Chapter 2 summarizes the syllable 
structure. Chapter 3 deals with the phonology inventory. Chapter 4 describes the tonal system. The 
phonological system of the Daru dialect is as follows. 
 
Vowels 7/ i, ʉ, u, e, ə, o, a / 
Consonants 22 / p, t, k, ʔ, b, d, g, ts, tɕ, dz, dʑ, ɸ, s, ɕ, h, m, n, ŋ, r, l, w, y / 
Tone 4 / 22, 33, 44, neutral tone / 
Syllable structure ((C(C))V(C)/T 
 
In Chapter 5, we discuss the morphophonemics of the Daru dialect.   
